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2021年度広島史学研究会大会西洋史部会(2021年 10月 31日、Zoom発表) 

 

 

オスティアの「性的」グラフィッティ－Domus di Giove e Ganimede (I,IV,2)を中心に－ 

 

奥山広規(九州大学学術協力研究員) 

koucha-wolf@hotmail.co.jp 

はじめに 

〇グラフィッティとは 

・「引っ掻かれたもの」の意 (Brill'New Pauly，s．v．Grafitti) 

⇔ ディピンティ(dipinti：木炭、インクなどで「書かれたもの」)と対になるもの 

 

・即興的に、自発的になされたもの、誰でも作成できるもの 

→ 場所、支持体は問わない、道具も簡易なもの(鉄筆、鍵、釘、フィブラ、その辺の石などの尖ったもの) 

 

・内容＝とりとめのない出来事や思い、伝言、メモなどの豊富なテキスト、様々な図像 

＋意味を(我々が)理解できないものも多数 

＝日常性のため？  

→ 当時の日常、その担い手(とくに庶民層)の実態に迫れる可能性あり 

  ヴェスビオ関連遺跡事例(ポンペイなど)が有名、本報告ではオスティア事例が対象 

 

〇オスティア(現在のオスティア・アンティカ遺跡) 

・紀元前 4世紀創建のローマの植民都市 

 

・帝都ローマの外港として機能 

 → 文物・人材の結節点、古代世界の縮図ともいえる極めて重要な舞台 

 

・良好な当時の町並みが残存 (幾度ものティベレ川の氾濫による埋没) 

 → とくに漆喰壁面の残存、多くのグラフィッティもその恩恵 

 

・日本隊の調査、研究対象 (都市オスティアの構造と人々の活動の解明：2008年～) 

→ 2017～2019年度 科学研究費補助金基盤研究(B) (代表：上智大学 豊田浩志名誉教授) 

「先端光学機器によるオスティア・アンティカ遺跡・遺物の文字情報調査」 

＝報告者によるグラフィッティ悉皆調査 (奥山(2019¹、2019²、2020)) 

   ⇒ 現地調査に基づく研究へ 

本報告＝生々しい肉声として注目を集めてきた「性的」なもの(Erotica)に注目 

先行支配的なポンペイ事例を、時空間的に異なるオスティアの事例の検討で、相対化 
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1 オスティア・グラフィッティ 

〇総数 

・62遺構 844点 (表 1) 

＝文字グラフィッティ 516点、図像グラフィッティ 263点、その他(分類不能)65点 

※ポンペイ(1万点以上)に比べると少数 

   → ポンペイ＝79年で止まった都市、オスティア＝6世紀まで生き続けた都市 

     ⇔ その他の都市に比べると多い 

＝ヘルクラネウム 344点(文字グラフィッティ 285点、図像グラフィッティ 59点) 

※The Ancient Graffiti Project登録数 (http://ancientgraffiti.org/Graffiti/searchHerculaneum) 

発掘規模とも関係？  

＝ヘルクラネウム約 20haの範囲の内 4．5ha、ポンペイ約 60haの内 44ha、 

オスティア約 80haの内 35ha 

 

〇使用言語・文字 

・ラテンとギリシア(47点：表 1・3) 

 

〇年代 

・主に 1世紀～3世紀 (根拠不明、オスティアの最盛期のため？、支持体の建築・装飾様式から？) 

 

〇種類(内容) (表 3) 

・最大のカテゴリーは「数字(Numbers)」(21遺構から 168点(約 20％)) 

 

・性的グラフィッティ(Erotica)は 19点(5遺構から：本報告の検討対象) (表 2) 

 

2 オスティアの「性的」グラフィッティ概観 

〇「性的」グラフィッティ 

・性的な要素を含むカテゴリー 

＝異性、同性を問わず、恋愛や性愛、性愛を種にした侮辱など (ヴァローネ(1999)；本村(2004)) 

図像では、性行為、性器(ファルスとヴァギナ)のモチーフ 

 

〇総数 

・5遺構 19点 (文字グラフィッティ 16点、図像グラフィッティ 3点：表 2) 

 → Domus di Giove e Ganimede (I, IV, 2：ユピテルとガニメデの邸宅)＝7点(文字 5点、図像 2点) 

   Terme di Foro (I, XII, 6：フォルム浴場)＝1点(図像 1点) 

   Caserma dei Vigili (II,V, 1：消防隊の宿舎)＝1点(文字 1点) 

   Terme Marittime (III,VIII, 2：海岸浴場)＝2点(文字 2点) 

   Caseggiato degli Aurighi (III, X, 1：戦車御者の集合住宅)＝8点(文字 8点) 
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〇事例(遺構ごと、通し番号順) 

・Domus di Giove e Ganimede (I, IV, 2：ユピテルとガニメデの邸宅) 

①G0030、Room 31南壁 (図 1) 

：Hermadion cinaedus 

「ヘルマディオン、おまえは春を売る尻だ」 

 

※G・・・はオスティア総合データベース(Ostia‐Harbour City of Ancient Rome(http://www.ostia-antica.org/)

のグラフィティ通し番号 

 

②G0033[1]、Room 31東壁、次の[2]と重複 (図 2) 

：Hic ad Callinieum futui | orem anum amicom mare ... | nolite in aede... 

「ここカリニクスの場所で、お口とお尻でやった・・・」 

 

③G0033[2]、Room 31東壁、上の[1]と重複 (図 2) 

： Livius me cunus | lincet Tertulle cunus... | Efesius Terisium amat 

「リウィウスがわたしのあそこをなめる・・・、テルトゥッレがあそこを・・・、エフェシウスはテリシウ

スを愛している」 

 

④G0034、Room 31東壁(報告者未確認) (図 3) 

：Agathopus et Primiu(s) et Epaphroditus tres convenientes 

「アガトプスとプリムスとエラフロディトゥスが 3人でまぐわった」 

 

⑤G0035、Room 31南壁(報告者未確認) (図 4) 

：Nicephorus et Musice duo convenientes 

「ニケフォルスとムシケが 2人でまぐわった」 

 

⑥R33①(奥山(2019)²)、Room 33東壁 (図 5) 

 ：性器(ファルスとヴァギナ？)のモチーフ 

 

⑦R33⑥(奥山(2019)²)、Room 33北壁 (図 6) 

 ：性器(ファルス)のモチーフ 

 

・Terme di Foro (I,XII,6：フォルム浴場) 

①G0078、Room 18床 

 ：性器(ファルスとヴァギナ)のモチーフ？ 

 

・Caserma dei Vigili (II,V,1：消防隊の宿舎) 

①G0122、Corridor 41西壁 

：Perfixi 

「突っ込んだ」 

http://www.ostia-antica.org/
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・Terme Marittime (III,VIII,2：海岸浴場) 

①G0445、Room 5南東壁 

：Cinedus pedicatur 

CESAR ECROTA PV 

「女々しいやつ、犯され男・・・」 

 

②G0853、Room 5南東壁 

：C ＋

  

「セクンダはセックスした(？)」 

 

・Caseggiato degli Aurighi (III,X,1：戦車御者の集合住宅) 

①G0313、中庭(Room 11)北側廊下南壁、下にファルス図像？ 

：Colonio | lingit, set quit | lingit, nesscio, cunnu[m sc. lingit？] 

「コロニオはなめる、彼は何をなめるのか、知らない[、あそこだよ？]」 

 

②G0280、Room 17西壁 

：[---]Ianuaria nugas es | vidus scripsit | [---]IMISS[---]VIISTI NII IIOVS | C R O VIIST | AMATOR || 

[---]AII NIIVA[---]IIS | [--]AC | [---]N 

「イアヌアリアは軽薄だ、捨てられ男が書いた・・・」 

 

③G0293、Room 17(報告者未確認) 

：Cruseros amas adama｜Apella Cruside . Iustus Ianuar...us｜plurima 

「クリュシスよ、君はクリュセロスを愛しているが、しかし彼はアペッラに夢中。ユストゥス・イアヌアリ

ウスからごきげんよう、ごきげんよう」 

 

④G0299、Room 17(報告者未確認) 

：Pupa v(ale) sal(utem) 

「かわいこちゃん、こんにちは、ごきげんよう」 

 

⑤G0302、Room 17(報告者未確認) 

：Mulus amet paticam 

 「ラバがメス豚を愛すべし」 

 

⑥G0253、Room 28北壁 

 ：Hic Amor | (h)abitat 

  「ここに Amor(愛)は住んでいる」 

 

⑦G0854、Room 28北壁(報告者未確認) 

：Quinque irru[matores?] 
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「5人の喉淫者(？)」 

 

⑧G0855、不明(収蔵庫保管、報告者未確認)、同じ壁に 5回の繰り返し 

：recte futui 

「正しくセックスした」、5点中 1点のみ recte futui X V[---]「・・・、５デナリウス」 

 

→ 点数が多く、文字も図像も直接的な(はっきりと性的な)「ユピテルとガニメデの邸宅」に着目 

  ＝文献史料、碑文を欠くが、建築学的に着目された遺構、そのため、コンテクスト把握が可能 

   ＋グラフィッティからの「ユピテルとガニメデの邸宅」自体の検討 

※コンテクストの不明瞭な「戦車御者の集合住宅」は別の機会に検討 

 

3 Domus di Giove e Ganimede 

〇Domus di Giove e Ganimede「ユピテルとガニメデの邸宅」(I, IV, 2) (図 7) 

・Regio Iのインスラ IVの一角 (図 8) 

※その他に Casa di Bacco Fanciullo(I, IV, 3)、Casa dei Dipinti(I, IV, 4)など 

 

・130年代建造の大規模な複合住宅 (数字は図 8、10の番号に対応) 

 → 庭を除いて約 750 m ²(約 227坪：1階部分) 

＝玄関ホール(28)、廊下(29)、廊下の拡張部(30：the extension、ala) 

廊下からつながるいくつかの部屋(27(the main reception room、the audience hall/dining roomなど) 

                ※オスティア最大の部屋(6.75×8.75×6m(吹き抜け)) 

33(the small salon、the minor reception roomなど) 

24(the masters suite)、25(the ante-chamber of 24、tablinum) 

34/35(the service area：トイレ、キッチン、バスルーム？) 

中庭(26、庭(21)と接続)、付属店舗(36、37(裏口)を通じて住宅と接続) 

41(the service room)の内部階段から 2階へ、2階も所有(外部階段(23)から入る 124, 128、134-6以外) 

※建物自体は最大 5階建て、3階以上には外部階段(38)から進入 

 

・所有者(建造段階) 

→ オスティアの財政的・社会的に重要な人物 

  ＝邸宅の規模の大きさと構造 

立地の良さ(都市中心部(フォルム、カピトリウム神殿など)の付近) (図 9) 

壮大な玄関ホール(多くの来訪者を示唆)、高品質の装飾(モザイクなど) 

 

・約 150年間機能、期間内に各種変更あり(構造、装飾、配置、用途) 

①コンモドゥス帝暗殺(192年)以前 (図 10) 

＝27の天井の引き上げ(吹き抜け)と装飾(ユピテルとガニメデなど：図 11)、中庭と庭の半封鎖(ドアの設置)、 

裏口(37)の封鎖と付属店舗(36)の独立、40/41の独立と 32の内部階段設置 

※独立＝内部階段の下などに、トイレの痕跡があるので、個別の居住空間兼商業施設 

・・・廊下端に部屋(31)の追加、33の装飾変更(黄色い部屋へ) 
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②3世紀後半？(275/276年の地震が契機？) 

 ＝モザイクの修復、中庭(26)と庭(21)の分離(壁の封鎖)、噴水の設置 

・・・白色の薄い漆喰(新たな装飾の下地)の塗布 

 

③4世紀半ば以前(②以降のある時) 

 ＝インスラの放棄、瓦礫の堆積(2～5m)と新たなフロアレベルの構築(下層民の居住) 

 

・多くのグラフィッティの残存(51点) 

→ 文字 32点＝数字 15点、日付 3点、名前 1点、人物関係 1点、奴隷関係 1点、不明 6点 

        ・・・性的 5点 

図像 19点＝人物 5点、船 5点、動物 3点、幾何学・植物モチーフ 2点、競技関係 1点、複合 1点 

      ・・・性的 2点 

⇒ Room 31(23点)、Room 33(18点)に集中 (その他、Room 27(5点)、Corridor 29(5点)) 

  性的グラフィッティも、文字が Room 31、図像が Room 33に限定 

 

〇Room 31 (図 12、13) 

・地が白い壁の部屋 

 

・廊下端の追加部分 

 → コンモドゥス帝暗殺(192年)以前の改装時 

 

・非常に簡素な装飾 

→ 白地に赤色の二重水平線、様式化されたエディクラのみ 

 

・部屋の重要性 

 → 低い 

＝非常にシンプルな装飾、貧弱で粗い仕切り壁、ドアではなくカーテンの利用(機密性の低さ) 

 

・3世紀後半までに改装(白色の薄い漆喰の塗布)？ 

 ＝グラフィッティも、①コンモドゥス帝暗殺(192年)以前と②3世紀後半の間のもの 

 

・グラフィッティ 23点 

→ 図像 14点＝人物 5点、船 4点、動物 3点、競技関係(剣闘士とその名前？)1点、植物モチーフ 1点 

  文字 9点＝人物関係 1点、不明 3点 

       ・・・性的 5点 

          ＝明瞭な男性同性愛的な特徴 (③G0033[2]以外) 

 

   ⇒ 性的以外は、一般的な題材ばかりで、他の遺構と比べて注目すべきものなし 
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〇Room 33 (図 14) 

・地が黄色い壁の部屋 

 → コンモドゥス帝暗殺(192年)以前時の改装 

 

・様式化された建築モチーフ、小さな風景画、植物モチーフ、悲劇マスク 

 → Room 31と比べて装飾的 

 

・部屋の重要性 

 → 主要レセプションルームの 1つ (25、27、33) 

⇔ 改装時(コンモドゥス帝暗殺(192年)以前)に低下？ 

     ＝中庭(26)からの光の遮断、風景からの切断 (図 15) 

 

・グラフィッティ 18点 

→ 文字 14点＝数字 9点、日付 1点、名前 1点、奴隷関係 1点、不明 1点 

図像 4点＝船 1点、複合 1点 

     ・・・性的 2点 

            ＝単純なファルス(とヴァギナ？)のモチーフ (図 5、6) 

             目立つものではなく、深い意味(厄払いなど)はなさそう 

 

⇒ 一般的な題材ばかりで、他の遺構と比べて注目すべきものなし 

  性的図像も、単純で、「オスティアでは珍しいもの」としかいえず 

※①コンモドゥス帝暗殺(192年)以前と②3世紀後半の間のもの (Room 31と同様) 

 

4 Domus di Giove e Ganimede と「性的」グラフィッティ 

〇Domus di Giove e Ganimedeの用途 (①コンモドゥス帝暗殺(192年)以前と②3世紀後半の間) 

①性的サービスを受けられる高級ホテル？ 

・Room 31の文字グラフィッティに基づき、とくに男性同性愛者向け (Calza(1920)) 

 

・Room 27の絵画分析による追認 (Clarke(1991))  

→ 今も一般的な見解か？ (Ostia‐Harbour City of Ancient Rome：https://www.ostia-antica.org/regio1/4/4-2.htm) 

   ＋管理人(カリニクス)も示唆 

：「ここカリニクスの場所で(hic ad Callinicum)」(上記②G0033[1]) 

 

 ⇔ 建築学的分析から、否定 (DeLaine(1995)) 

    ＋性的グラフィッティを強調しすぎていることにも言及 

   男性同性愛グラフィッティの判読修正による疑念 

    ＝女性の存在(G0034：Primu(s)→Prima、G0035：Musice＝Musica、Musicē？) (Van Buren(1923)) 

G0033[1]・[2]の精査と修正(os＝下の口の意、Tertulle＝Tertulla？) (次の頁参照、Solin(2020)) 

 

⇒ 性行為はあったが、男性同性愛に限定する必要なし (Berg(2020)) 
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※Solin(2020)による判読 

・G0033[1]、Room 31東壁、[2]と重複 

：Hic ad Callinicum | futui orem, anum | amice mi, amari[=e] noli ter | inde n[on] v[=b]ene [---] | donor[-

--] 

「ここカリニコスの場所で、下の口とお尻でやった、わが友人よ、やりすぎるといいことないぞ・・・」 

 

・G0033[2]、Room 31東壁、[1]と重複 

：Livius Mercurius (palm) | lincet Tertulla cunnu quam 

「リウィウス・メルクリウスがテルトゥッラのあそこをなめる・・・」 

 

・「ここ Callinicusの場所で(hic ad Callinicum)」の解釈変更 (報告者) 

→ 管理人の示唆⇒カリニクス(Callinicus)の寝床 

Room 31＝男奴隷部屋(夜間) 

※当該時期の Domus di Giove e Ganimede＝裕福な人物の家、複数人の家内奴隷の想定 

改装時の 37(裏口)の封鎖と付属店舗(36)の独立、40/41の独立による奴隷用の部屋不足 

→ Room 31の追加の理由、低い重要性と防犯(カーテン) 

※2階は主人一家の寝床、女奴隷は別の部屋(キッチンなど？)だが・・・行き来可能 

    日中は家内奴隷、訪問者の奴隷などの待機場所？ (＝Room 31のグラフィッティの書き手？) 

    訪問客の待機・対応場所は Room 33か？ 

 

②Room 33について 

・「ほとんどすべて重要ではない・・・、重要度の低い部屋に集まっている・・・」(Calza(1920)) 

 → 部屋もグラフィッティも注目されず 

   ＝ほぼオスティアで一般的なもののみ、性的図像 2点(報告者による新出)も特記することなし 

 

・Room 33＝訪問客の待機・対応場所？ 

→ 単なる気晴らしの可能性 (DeLaine(1995)) 

   訪問者を中心に、随伴奴隷、家内奴隷、主人家族の手？ 

 

おわりに 

〇Domus di Giove e Ganimede 

・裕福な人物の住居 (建造時～性的グラフィッティが刻まれた時代、同一家系かは不明) 

 

・複数人の家内奴隷の同居 

 → カリニクスのほか・・・グラフィッティ登場人物(ヘルマディオン、アガトプス、プリマなど)も？ 

   性的、その他のグラフィッティの書き手？ 

 

・性的グラフィッティの機能 

 → 単なる気晴らし、暇つぶし (性的以外のものも同様) 

⇔ 日常的に自由に刻めない場合 
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＝サートゥルナーリア祭と関連？ (自由なふるまいの証、思い出作り) 

      ※主人批判のグラフィットの存在 

       G0023(Room 33東壁)： c 「奥様は卑しい僕」 

 

〇オスティアと性的グラフィッティ 

・全般的な特徴(内容) 

 → 他遺構事例の検討が必須 

   ※「戦車御者の集合住宅」 

＝性愛事例＋恋愛事例(恋のさや当てなど、Room 17(階段下の小部屋)に集中) (図 16) 

 

・全般的な特徴(数量) 

 → 性的グラフィッティの乏しさ 

※ポンペイのルパナルでは文字グラフィッティのみでも約 45点 

   ＝遺跡の長期性による支持体(漆喰など)の消失、それによるグラフィッティ自体の乏しさも一因か 

    ⇔ ドゥラ・ユーロポス(多くの支持体とグラフィッティの残存)での性的グラフィッティの欠落 

      ＝支持体消失以外の理由の想定へ 

       商業的性的活動の情報の乏しさとも連関か？ 

※専用の建物としては不明 (石造りベッド付きシングルルーム(cellae meretriciae)の欠如) 

        飲食店(酒場、レストラン：Caupona di Alexander e Helix (IV,VII,4))、 

ホテル(Casa delle Volte Dipinte (III,V,1))、 

浴場(Terme della Trinacria (III,XVI,7)) などでの活動？ (性的慣習の変化の可能性もあり) 
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